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福岡のスゲ製品

福岡町を中心lこ小矢部川流域では、低
湿地にスゲ草を栽培している。農家の副
業として800余年の伝統をもっスゲ笠作
リは、ひところ全国各地に毎年 200万枚
を出荷してきた。
最近は、スゲ笠だけでなく、民芸品や
洋酒用のビンケースなども手がけ、 全国
生産の 8割を占めている。
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臨
時
県
議
会
ひ
ら
く

現
議
場
で
は
最
後
の
県
議
会

第
七
回

「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」ひ
ら
く

こ
と
し
の
新
成
人
を
祝
っ
て
「
第
七
回
は
た

ち
の
つ
ど
い
」
が
、

一
月
二
十
日
県
民
会
館

に
、
市
町
村
代
表
三
九
人
が
出
席
し
て
聞
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
成
人
式
を
迎
え
た
青
年
た
ち
を
招

い
て
激
励
す
る
と
と
も
に
、
若
い
人
た
ち
の
意

見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
県
が
毎
年
聞

い
て
い
る
も
の
で
す
。

竹
島
出
納
長
、
村
上
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
川
島
富
山
婦
人
少
年
室
長
の
司
会
で
、

か
は
た
ち
を
迎
え
て
の
抱
負
d

p

現
代
社
会
と

青
年
。
の
二
つ
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
、
約
一
時

間
半
熱
心
に
話
し
あ
い
ま
し
た
。

青
年
た
ち
か
ら
は
、
大
人
の
社
会
へ
仲
間
入

り
し
て
の
不
安
や
、
公
害
、
教
育
問
題
な
ど
、

県
政
に
対
す
る
要
望
が
、
相
つ
い
で
出
さ
れ
ま

し
た
。

公
害
防
止
条
例
の
一
部
改
正
案
を
審

議
す
る
一
月
臨
時
県
議
会
は
、

一
月
二

十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
ひ
ら
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
末
の
国
会
で
、
公
害

関
係
の
法
律
が
制
定
、
改
正
さ
れ
た
の

を
機
に
、
本
県
で
も
公
害
行
政
を
積
極

!今回から一問一答方式が採用された臨時県議会 i

的
に
進
め
る
た
め
、
こ
ん
ど
の
法
改
正

に
も
と
、
、
つ
い
て
、
条
例
を
改
正
す
る
と

と
も
に
、
県
独
自
の
立
場
で
改
正
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
事
項
も
あ
わ
せ
て
提

案
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
点
は
、
①
公
害
の
定
義

に
土
壌
汚
染
を
加
え
る
②
事
業
者
に
廃

棄
物
の
自
己
処
理
の
責
務
を
明
示
③
知

事
は
毎
年
県
議
会
に
公
害
防
止
に
関
す

る
報
告
を
す
る
義
務
づ
け
④
県
独
自
の

環
境
基
準
を
定
め
る
⑤
県
の
自
然
的
、

社
会
的
条
件
に
即
し
た
公
害
対
策
の
諸

計
画
を
策
定
す
る
⑤
規
制
規
準
に
適
合

し
な
い
、
ば
い
煙
な
ど
を
排
出
し
た
企

業
者
に
は
、
直
罰
制
を
採
用
⑦
改
善
勧

告
、
改
善
命
令
、
一
時
停
止
命
令
は
選

択
的
に
発
動
③
深
夜
の
騒
音
防
止
措
置

を
新
た
に
加
え
た
。
な
ど
で
す
。

こ
の
改
正
は
、
国
の
法
改
正
以
来
、

全
国
初
め
て
の
ケ
l
ス
で
す
。

な
お
、
建
設
中
の
県
議
会
議
事
堂
が

二
月
中
旬
完
成
す
る
た
め
、
県
庁
舎
内

の
現
議
場
で
は
最
後
の
県
議
会
と
な
り

ま
し
た
。

長官全国一きびいし規制一一;

住友化学と公害防止協定に調印一一

富
山
新
港
臨
海
工
業
地
帯
で
、
昨
年
二
月
か
ら
操

業
を
開
始
し
た
住
友
化
月
平
富
山
製
造
所
の
フ
ッ
素
化

合
物
排
出
濃
度
を
、
具
体
的
に
規
制
し
よ
う
と
、
県

と
住
友
化
学
に
よ
る
「
公
害
防
止
協
定
」
調
印
式
が

昨
年
十
二
月
二
十
四
日
、
県
庁
で
行
な
わ
れ
、
中
田

知
事
と
野
口
住
友
化
学
常
務
と
で
、
協
定
書
が
と
り

か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

協
定
の
内
容
は
、
フ
ッ
素
化
合
物
の
排
出
濃
度
を

フ
ッ
素
と
し
て
、

一
立
方
財
中

0
・
九
訂
以
下
(
一

・
O
六
P
P
M
以
下
)
に
押
え
る
こ
と
が
骨
子
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
る
九
月
に
施
行
さ
れ
た
県
公
害

防
止
条
例
の
規
制
基
準
で
あ
る
一
立
方

M
中
、
二

・

五
釘
(
約
二

・
九
五
P
P
M
)
よ
り
も
約
三
倍
も
き

び
し
く
、
自
治
体
と
企
業
が
と
り
か
わ
し
て
い
る
フ

ッ
素
化
合
物
に
関
す
る
公
害
防
止
協
定
で
は
、
全
国

で
最
も
き
び
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

4 

イ
病
判
定
に
新
鋭
機

全
国
で
初
め
て
中
病
ヘ
」

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
は
不
明
確
と
さ
れ
て
い
た
イ

タ
イ
イ
タ
イ
病
の
判
定
を
、
X
線
透
過
に
よ
っ
て
グ

ラ
フ
化
し
、
他
の
病
原
に
よ
る
骨
委
縮
と
区
別
す
る

新
鋭
機
「
走
査
キ
モ
グ
ラ
フ
ィ
l
」
が
、
全
国
で
初

め
て
県
立
中
央
病
院
に
設
置
、
実
用
化
さ
れ
ま
し

た。
さ
し
あ
た
り
、
老
人
の
骨
委
縮
と
イ
病
に
よ
る
骨

委
縮
の
鑑
別
を
主
と
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
は
カ
ド

ミ
ウ
ム
、

マ
ン
ガ
ン
、
フ
ッ
素
な
ど
、
病
原
体
の
分

類
も
可
能
と
み
ら
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
阿
部
県
厚
生
部
長
を
は
じ
め
、
国
立
ガ

ン
セ
ン
タ
ー
、
県
立
中
央
病
院
イ
病
研
究
グ
ル
ー
プ

の
手
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

5 
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政

府

に

対

す

る

重

要

要

望

事

項

か

ら

A

ii 

ii 

当
初
、
年
内
編
成
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
た
昭
和
四
十
六
年
度
の
国
の
予
算

原
案
は
、
年
末
も
押
し
迫
っ
た
三
十

日
の
閣
議
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
九
兆
四
、

一
四

三
億
円
(
九
兆
で
ヨ
イ
ヨ
サ
ン
)
で
、

本
年
度
に
比
べ
て
一
八

・
四
ず
の

増
。
財
政
投
融
資
は
四
兆
二
、
八

O

四
億
円
と
、
同
じ
く
一
九

・
六
軒
増

の
超
大
型
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
国
の
予
算
編
成
の
順
序

は
、
例
年
六
月
ご
ろ
か
ら
各
省
庁
各

課
の
段
階
で
始
ま
り
、
局
議
、
省
議

を
経
て
省
の
方
針
が
き
ま
り
、
八
月

末
ま
で
に
大
蔵
省
へ
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ご
大
蔵
省

内
部
で
検
討
が
加
え
ら
れ
、
内
示
、

復
活
、
政
府
原
案
作
成
と
い
っ
た
順

序
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
四
十
六

年
度
予
算
は
、
去
る
十
二
月
二
十
三

日
に
大
蔵
原
案
が
内
示
さ
れ
、

一
週

間
に
わ
た
り
各
段
階
の
復
活
折
衝
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
新
聞

な
ど
で
ご
承
知
の
よ
う
に
、
各
種
団

体
な
ど
が
永
田
町
一
帯
に
押
し
寄
せ

-県営用排水改

良事業の採択

用
水
量
の
確
保
と
維
持
管
理
の
合

理
化
を
は
か
る
た
め
、
新
規
三
地
区

の
幹
線
用
水
路
、
排
水
路
の
路
線
を

改
良
す
る
。

-県営ほ場整備

事業の採択

君事

改

農
業
振
興
地
帯
の
中
核
営
農
集
団

団
地
に
つ
い
て
、
新
規
に
七
カ
所
の

県
営
ほ
場
整
備
事
業
を
行
な
う
。

みんなの県政

プ

防

定

出
子
己
目

リ
J

時
V
4
7

リ
ス
一
の

一
ル
激

ユ

イ

-
F

チ

ウ

除

ウ
ィ
ル
ス
病
な
ど
病
害
虫
の
な
い

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
を
た
く
さ
ん
生

産
し
て
、
海
外
市
場
で
オ
ラ
ン
ダ
な

ど
と
の
競
争
を
優
位
に
進
め
る
た
め

る
と
い
う
こ
と
が
起
る
わ
け
で
す
。

本
県
の
、
国
に
対
す
る
重
要
要
望

事
項
は
、
県
が
昨
年
作
成
し
た
第
四

次
県
勢
総
合
計
画
を
も
と
に
し
て
、

昭
和
四
十
六
年
度
に
お
い
て
計
画
し

て
い
る
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

事
業
や
各
種
の
補
助
金
、
起
債
な
ど

を
必
要
と
す
る
事
業
の
う
ち
か
ら
と

く
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
六
五
項
目

に
つ
い
て
、
国
の
予
算
に
織
り
込
ん

で
も
ら
う
よ
う
に
、
年
二
回
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

第
一
回
目
は
六
月
に
し
ま
し
た

が
、
そ
の
ご
各
省
庁
が
本
県
の
要
望

事
項
を
取
り
い
れ
て
、
大
蔵
省
に
対

し
概
算
要
求
を
し
て
い
る
も
の
や
、

情
勢
が
変
化
し
た
た
め
要
望
内
容
を

直
し
た
も
の
、
さ
ら
に
新
た
に
追
加

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
も
の

な
ど
を
整
理
し
て
、
年
末
に
再
び
関

係
筋
へ
実
現
方
を
強
く
働
き
か
け
ま

し
た
。そ
の
結
果
、
実
現
の
見
と
お
し
が

有
望
に
な
っ
た
主
な
も
の
を
拾

っ
て

み
ま
し
た
。

の
'
も
の
。

-県営工業用水

道事業の推進

σ 

富
山
新
港
背
後
地
の
立
地
企
業
お

よ
び
地
下
水
低
下
に
な
や
む
高
岡
、

新
湊
地
区
企
業
に
対
し
、
早
期
に
工

業
用
水
を
い
水
で
き
る
よ
う
に
建
設

を
進
め
る
も
の
。

-新空港の建設

必ず

基
幹
交
通
網
整
備
の
一
環
と
し

て
、
利
用
客
の
増
加
と
機
種
の
大
型

化
に
対
応
で
き
る
新
空
港
を
、
昭
和

五
十
年
開
港
を
目
途
に
計
画
を
た
て

る
も
の
。

入

設

進

の

港

灯

出
エ
一
一
小

山

指
富

角

置

~ 

-県立武道館の
さ凡旦E
面又医孟

制

心
身
錬
成
の
場
と
し
て
、
柔
道
や

剣
道
の
競
技
人
だ
け
で
な
く
、
広
く

一
般
愛
好
者
に
も
気
軽
に
使
用
で
き

る
よ
う
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

地
上
三
階
建
延
面
積
三
、

O
七

O
平

方
脱
と
す
る
構
想
で
す
。

-衛生総合セン

ターの設置

~ 

既
設
の
衛
生
研
究
所
と
薬
事
研
究

所
が
、
手
狭
で
移
転
改
築
の
必
要
に

迫
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
公
害
研
究
所

を
新
設
す
る
の
を
機
会
に
、
こ
れ
ら

相
互
に
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る

現
在
の
富
山
空
港
に
指
示
灯
を
設

置
し
て
、
航
空
機
の
着
陸
の
安
全
を

は
か
る
も
の
。

-河川総合開発

事業の促進

L
M
M
 

r一周

角
川
に
洪
水
防
ぎ
ょ
お
よ
び
か
ん

が
い
補
給
、
を
目
的
と
す
る
ダ
ム
の

建
設
に
着
手
。

熊
野
川
、
布
施
川
に
、
洪
水
防
ぎ

ょ
お
よ
び
か
ん
が
い
補
給
、
を
円
的

と
す
る
ダ
ム
築
造
の
実
施
調
査
を
、

四
十
五
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

上
市
川
に
、
洪
水
防
、ぎ
ょ
を
円
的

と
す
る
治
水
ダ
ム
築
造
の
実
施
調
査

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

子
撫
川
に
、
洪
水
防
ぎ
ょ
、
か
ん

が
い
補
給
、
工
業
用
水
お
よ
び
水
道

用
水
な
ど
を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ

ム
築
造
の
実
施
調
査
を
、
四
十
五
年

度
に
引
き
続
き
実
施
し
よ
う
と
す
る

'もの。利
賀
川
に
、
洪
水
防
ぎ
ょ
お
よ
び

発
電
な
ど
を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ

ム
を
築
造
す
る
も
の
。

ま
た
、
白
岩
川
の
多
目
的
ダ
ム

は
、
四
十
五
年
度
に
引
き
続
き
建
設

一
研
究
部
門
を
総
合
化
す
る
も
の
。

-養護老人ホー

ムの増設

〈法式;
i Q三ぷ?

、一J 、'_.~ 、\

老
令
人
口
の
増
加
、
核
家
族
化
の

進
行
に
伴
い
、
施
設
に
入
所
を
希
望

す
る
老
人
が
多
い
が
、
県
内
既
存
の

収
容
施
設
の
収
容
定
員
は
、
四

O
O

人
な
の
で
、
一

O
O入
分
を
増
設
す

る
つ
も
り
。

-鶏卵集出荷

施設の設置

式守

(;河
川建設と〉

鶏
卵
の
出
荷
量
が
増
大
し
て
い
る

た
め
、
流
通
の
近
代
化
と
品
質
の
保

証
を
は
か
り
、
さ
ら
に
規
格
外
の
卵

に
つ
い
て
も
、
有
効
に
利
用
で
き
る

心
¥
 

•• 
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を
進
め
る
も
の
。

修習

-青少年旅行村

の設置

上
平
村
に
民
宿
、
尾
外
レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
ン
施
設
や
共
同
施
設
を
整
備

し
て
、
青
少
年
に
低
廉
で
健
康
な
利

用
の
場
を
提
供
す
る
も
の
。

-北陸自動車道

の早期完成

喝8J

富
山
、
米
原
聞
に
つ
い
て
は
、
昭

和
四
十
三
年
九
月
か
ら
起
工
さ
れ
て

い
る
が
、
富
山
、
武
生
聞
を
四
十
九

年
度
ま
で
に
開
通
す
る
も
の
。

-豪雪対策の促

進

:脚手11:::"'"
~子、

道
路
の
除
雪
路
線
の
延
長
な
ど
に

よ
っ
て
、
冬
期
の
生
活
、
生
産
活
動

よ
う
に
す
る
も
の
。

γぞ学

-栽培漁業の試

験調査

日
本
海
の
水
産
資
源
の
養
増
殖
を

は
か
る
た
め
、
漁
場
の
調
査
と
大
規

模
実
験
施
設
の
建
設
調
査
を
す
る
も

の
。

局ゆ扇

-広域営農団地

農道整備

広
域
農
業
地
域
に
お
い
て
、
大
型

機
械
お
よ
び
大
型
運
搬
車
を
導
入
し

生
産
、
集
荷
、
流
通
の
合
理
化
を
は

か
り
、
大
規
模
な
高
生
産
性
農
業
を

展
開
す
る
た
め
、
県
内
に
ス
ー
パ
ー

農
道
=
一
本
ーを
つ
く
る
も
の
。

な
ど
を
推
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
。tぢ

-消費生活セン

ターの設置

消
費
者
の
帯
情
の
処
理
、
商
品
テ

ス
ト
、
消
費
者
教
育
、
消
費
者
情
報

の
提
供
、
商
品
知
識
の
普
及
な
ど
、

消
費
者
を
保
護
す
る
総
合
的
施
設
を

つ
く
る
も
の
。

な
お
、
県
民
の
関
心
の
深
い
北
回

り
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
建
設

審
議
会
に
お
い
て
、
早
急
に
基
本
計

画
に
く
み
入
れ
る
た
め
の
、
所
要
の

措
置
を
と
る
よ
う
に
と
建
議
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
い
よ
い
よ
現

実
の
川
題
と
し
て
推
進
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。

以
上
の
ほ
か
、
県
道
整
備
を
は
じ

め
、
公
共
事
業
な
ど
で
箇
所
づ
け
が

明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

は、

「
繁
栄
と
愛
の
県
政
」
の
実
現

を
期
し
、
一
つ
で
も
多
く
採
択
さ
れ

る
よ
う
に
、
こ
ん
ご
折
衝
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

ハ
企
画
室
〉

7 



-
老
後
の
安
定

・
後
継
者
の
確
保

・
経
営
規
模
の
拡
大

長
い
間
、
農
家
の
み
な
さ
ん
か
ら

熱
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
農
業
者
年

金
基
金
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
基
金
は
、
年
金
と
同
時
に
離

農
給
付
金
の
交
付
や
離
農
者
か
ら
の

農
地
な
ど
の
買
入
れ
、
売
渡
し
、
融

資
な
ど
も
あ
わ
せ
て
行
な
う
も
の
で

す
。農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後

生
活
の
安
定
と
経
営
移
譲
に
よ
る
優

秀
な
農
業
経
営
者
の
確
保
、
経
営
の

若
返
り
、
経
営
規
模
の
拡
大
と
い

う
、
社
会
保
障
と
農
業
近
代
化
の
両

面
を
ね
ら
い
と
し
て
設
け
ら
れ
、
国

民
年
金
に
上
の
せ
し
て
仕
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
他
の
公
的
年
金
よ
り

も
高
率
の
国
庫
負
担
が
な
さ
れ
、
有

利
な
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
ど
う
い
う
人
が
'

e

J

・加

入

す

か

!
…

る

一
当
然
加
入
:
:
:
経
営
面
積
が
五

O
Ml以
上
の
農
家
の
経
営
主
で
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
こ

の
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。

主主

農
業
者
年
金
と
は
メ

定
額
給
付
九
、
六

O
O円、

同
所
得

比
例
給
付
三
、
六

O
O円、

そ
の
ほ

か
経
営
移
譲
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

給
付
さ
れ
る
農
業
者
老
令
年
金
四
、

0
0
0円
、
こ
れ
ま
で
受
け
て
き
た

経
営
移
譲
金
の
一
割
一

、
六

0

0

円
、
合
計
一
八
、
八
O
O円
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

六
五
歳
に
な

っ
て
も
経
営
移
譲
し

な
か

っ
た
人
は
、
経
営
移
譲
給
付
の

一
割
に
相
当
す
る
一

、
六
O
O円
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
月
額
一
七
、
二

0
0円
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
方
、
二
0
年
間
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
、
制
度

発
足
当
時
五

O
歳
を
こ
与
え
る
高
令
者

の
人
は
、
五
年
間
保
険
料
を
納
め
る

みんなの県政

県庁の機構紹介

ニ
任
意
加
入
:
:

次
の
人
た
ち
は
、
任

意
加
入
が
で
き
ま

す。①
経
営
面
積
が
三

owl以
上
で
あ
っ

て
、
農
業
に
従
事
す

る
労
働
力
が
年
間
七

0
0
時
間
以
上
の
経

営
主
。

②
農
業
生
産
法
人

の
常
時
従
事
者
で
あ

る
構
成
員
で
、
法
人

の
経
営
面
積
の
平
均

割
と
個
人
の
経
営
面

積
主
加
え
れ
ば
、
五

こ
と
に
な
り
、
年
金
額
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
六

O
歳
で
経
営
移
譲

す
れ
ば
、
月
額
に
し
て
、
経
営
移
譲

金
八
、

0
0
0円
の
給
付
が
は
じ
ま

り
、
六
五
歳
に
な
り
ま
す
と
月
額

八
、
七
O
O円
(
経
営
移
譲
し
な
い

人
は
七
、
九

O
O円
)
が
支
給
さ
れ

ま
す
。他

の
年
金
よ
り
も
有
利

こ
の
よ
う
に
、
農
業
者
年
金
は
経

営
移
譲
の
促
進
を
政
策
目
標
に
し
て

い
ま
す
の
で
、

経
営
移
譲
し
た
人

は
、
他
の
年
金
に
み
ら
れ
な
い
高
率

の
国
庫
負
担
が
あ
り
、
と
く
に
有
利

に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
農
政
課
)

O
M
l以
上
と
な
る
者
。

③

五

O
Wl以
上
の
農
家
の
後
継
者

で
引
き
続
き
三
年
以
上
農
業
に
従
事

し
て
き
た
者

年
令
:
:
:
加
入
者
の
年
令
は
、
こ
と

し
一
月
一
日
現
在
五
五
歳
を
こ
え
な

い
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
経
営
面
積
を
考
え
る
場
合

の
農
地
や
採
草
牧
地
は
、
自
分
の
経

営
に
供
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

自
分
に
所
有
権
が
あ
る
も
の
で
も
、

使
用
収
益
権
が
あ
る
も
の
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

'
い
つ
か
ら
年
金
が
E
l
l
l

一

・

も

ら

え

か

B
i
-
-

一

る

経
営
移
譲
年
金
・・・・
・
・
農
業
者
年
金
に

加
入
し
て
、
二
0
年
間
保
険
料
を
納

め
た
人
が
、
自
分
の
農
業
経
営
を
後

継
者
に
譲
っ
た
り
、
第
三
者
の
規
模

拡
大
に
役
立
つ
よ
う
に
移
譲
し
た
場

合
に
、
経
営
移
譲
年
金
が
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
の
経
営
移
譲
と
は
、
農

地
の
所
有
権
を
移
転
す
る
だ
け
で
な

く
、
第
三
者
に
対
し
て
は
、
長
期
間

(一

0
年
間
以
上
〉
貸
し
付
け
る
も
の

で
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
経
営
移
譲
は
、
自
分
の
経

営
農
地
の
全
部
(
三

O
M
l以
上
)
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
第
三
者

移
譲
に
限
っ
て
、

一
O
Wl以
内
自
分

!←経営移譲の
有無にかか

わらず行な

う給付

国民年金定額給付 E 

給付の型

で
残
し
て
お
い
て
も
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金
は
、
①
六

O
歳
ま

で
に
経
営
移
譲
し
た
と
き
は
六

O
歳

か

ら

②

六

O
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で

の
聞
に
移
譲
し
た
と
き
は
そ
の
時
点

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
給
付
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

農
業
者
老
令
年
金
・・・
・・・六

O
歳
に
な

る
ま
で
二

O
年
以
上
保
険
料
を
納
め

て
き
た
者
が
、
六
五
歳
に
な
っ
て
も

経
営
移
譲
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
お

よ
び
す
で
に
経
営
移
譲
年
金
を
受
け

て
い
る
者
に
、
六
五
歳
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
つ
ま
り
経
営
移
譲
の
有
無

を
問
わ
ず
六
五
歳
に
な

っ
た
ら
も
ら

え
る
年
金
で
す
。

脱
退
・
死
亡
一
時
金
:
:
:
三
年
以
上

保
険
料
を
納
め
た
加
入
者
が
、
途
中

で
脱
退
し
た
り
、
死
亡
し
た
場
合
に

は
、
納
め
た
保
険
料
以
上
の
一
時
金

が
も
ら
え
ま
す
。

発
足
時
は
有
利

こ
の
年
金
が
二

O
年
を
最
低
資
格

期
間
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
と
、
現
在
、
四
五
歳
や
五

O
歳
の

人
は
ど
う
な
る
か
と
い
い
ま
す
と、

農
業
者
年
金
で
は
、
制
度
発
足
当
初

の
高
令
者
に
つ
い
て
、
経
過
措
置
が

と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

J 〉

す
な
わ
ち
、
制
度
発
足
時
の
こ
と

し
一
月
一
日
現
在
、
三
六
歳
を
こ
え

る
方
は
、
五
年
か
ら
一
九
年
を
も
っ

て
最
低
資
格
期
間
と
す
る
特
例
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
五

O
歳
を
こ
え
る

方
は
、
五
年
間
保
険
料
を
納
め
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
り
、
四
九
歳
を
こ

え
、
五

O
歳
を
こ
え
な
い
方
は
、
六

年
と
い
う
よ
う
に
、
順
次
最
低
資
格

期
間
が
長
く
な
る
よ
う
に
な

っ
て
い

ま
す
。

保
険
料
・
・
・
・
・
・
農
業
者
年
金
の
保
険
料

は
、
月
額
七
五

O
円
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
定
額
お

よ
び
所
得
比
例
部
分
の
保
険
料
八

O

O
円
と
合
計
し
て
一

、
五
五

O
円
と

な
り
ま
す
。

8 

もし、

らく
ら
え年

金
七、七¥

る

一
体
ど
れ
く
ら
い
の
年
金
が
も
ら

支
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
別
表
の
よ

う
に
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
に
よ

っ
て
、
給
付
さ
れ
る
年
金
額
が
異
な

り
ま
す
が
、
三
0
年
間
お
さ
め
た
人

〈
最
低
資
格
期
間
を
満
し
た
人
)
を

例
に
と
り
ま
す
と、

次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

こ
の
人
が
、
六
O
歳
で
経
営
移
譲

す
れ
ば
、
月
額
に
し
て
経
営
移
譲
金

二
ハ
、

0
0
0円
の
給
付
が
は
じ
ま

り
、
六
五
歳
に
な
る
と
国
民
年
金
の

ぷ走期ザ~1 5年 1 20年 |肝 130年
付鰐著書問i1 80Jl 凶 00~ 1 20 ， 00~1 24
経を要営件移譲とす(6る5給歳付まで)B 800 円 1，600 円

円
2，400 円2，000 

65 

歳 経わ営ら移ず譲行なの有う給無付にかかC 1，000 4，000 5，000 6，000 
以

降
国民年金所得比例給付 900 3，600 4，500 5，400 D 
の

国民年金定額給付※E 6，000 9，600 11 ，200 12，800 

付
計 B+C+D+E(78，，97000 0〉 26，600 
( )内はC+D+E (17，200)1(20，700) (24，200) 

給付の月額

(注) ( )内は経営移譲しなか った人
※国民年金定額給付は、36年発足のため、加入期間に10年分を加
えて計算されている。定額分は、25年拠出(最低賃格期間〉で
月額8，000円、30年で9，600円、35年で11，200円、40年で12，800
円となる。 [算式J(納付月数x320円)=給付年額

昨年10月の機構改革によって、従来の薬務

課から振興係を中心として新たに『薬業振興

課』が設置されました。

富山県配置家庭薬は、いまから約300年前、

当時の富山2代藩主前田正甫公が各藩からの

要望により、反魂丹を全国に配置行商させた

のがはじまりで、先に薬を飲んでいただき、

後で代金の支払いを受けとるとし、ぅ、いわゆ

る 『先用後利』の制度が消費者からよろこば

れ、厚い信用を得て、広く全国の家庭に配置

されております。

医療保険制度の発達した現在も、配置薬の

制度は消費者から大変重宝がられ、永年にわ

たって、わが国の国民保健衛生に多大な貢献

をし、富山の配置薬業を発展させてきまし

た。

生活水準、保健衛生思想、の向上と医療保険

制度の充実、疾病構造の変化などに伴い医

薬品の需要は年々増大する一方、近年、サリ

ドマイド禍事件やアンフ。ル入りかぜ薬事件以

来、世界的な傾向として、消費者の医薬品に

対する安全性や有効性に関心が高まっている

折から、人間の生命や健康を守る医薬品の承

認や、製造に関する行政指導は、人命尊重の

立場から厳正に行な っていく必要がありま

す。

薬業振興課は、伝統ある郷土産業の配置家

庭薬業や製薬企業の振興育成を図ると とも

に、有効で安全性の高い医薬品が供給される

よう、主な仕事として①医薬品等製造の承認

許可及び指導②配置販売業の許可③配置従事

者身分証明書の交付④製薬企業の経営合理化

及び構造改善計画⑤配置販売業の経営改善計

画⑥配置員の資質向上を図るため配置従事者

大会や講習会の開催⑦薬業振興資金の融資あ

っせん③医薬品の輸出振興⑨配置家庭薬の宣

伝⑮薬事工業生産統計の作成などを行なって

います。

県庁本館 l階の西側にあり、係は振興係、

指導係の 2係があります。
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主

主将
姑

争
責

トに見いる青ldff?ミンフ i

(写真の説明 〉

テープカッ トをする竹島

出納長 ( 1月20日)

ジャンボー ・ジェット機の模型をはじ

め、パネルによって「青年の船」の計

画が一目でわかるよう展示された会場

若い人たちにコースの説

明をする中田知事

( 1月22日〕

こ
と
し
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月

八
日
ま
で
、
県
が
青
年
た
ち
を
、
韓

国
、
台
湾
、
香
港
へ
派
遣
す
る

「第

一
回
青
年
の
船
」
の
広
報
展
が
、
一

月
二
十
日
か
ら
三
日
間
、
県
民
会
館

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
青
年
の
船
の
応
募

方
法
や
コ

l
ス
、
日
程
の
説
明
、
訪

問
国
の
ポ
ス
タ
ー
や
民
芸
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
ジ
ャ
ン
ボ
l
-

ジ
エ
ヴ
ト
機
の
模
型
も
特
別
出
展
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
旅
行
案
内

所
も
開
設
さ
れ
、
一
巡
す
る
と

「
青

年
の
船
」
の
す
べ
て
が
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

富山県青年の船

シンボルマーク



「
積
っ
た
雪
を
ど
う
か
し
て
早
く
除
こ
う
」
か
ら

「
雪
を
積
る
前
に
消
し
て
し
ま

似

ど

と
い
う
の
が
、
昨
今
の
雪
対
策
で
あ
る
。
本
県
で
は
昨
年
十
月
か
ら
、
土
木

ω

部
に
雪
寒
対
策
係
が
新
設
さ
れ
た
。

m

現
在
、
県
で
は
地
下
水
利
用
に
よ
る
消
雪
パ
イ
プ
や
、
電
熱
線
埋
設
に
よ
る
口

l

ω

ド
ヒ
|
テ
ン
グ
な
ど
一
実
用
化
に
入
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
将
来
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

切

に
限
界
が
あ
り
そ
う
c

そ
こ
で
、
い
ま
考
え
ら
れ
る
の
は
、
道
路
舗
装
材
の
改
良
に

ω

よ
っ
て
、
無
雪
化
へ
の
夢
は
遠
く
な
さ
そ
う
だ
。

W

ま
た
、
外
国
で
は
街
の
真
ン
中
に
原
子
力
発
電
所
を
作
っ
て
、
熱
処
理
の
集
中
化

仰

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
℃
っ
。
さ
て
、
日
本
で
は
可
能
か
ど
う
か
。
関
係
の
方
々
に

ω

お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、
消
雪
対
策
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

M

……hh
h
hミミミミミミミミミミミ、ミ
h
h
h
h
h
hミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ヤ

|

|

雪
国
に
育
っ
た
私
た
ち
ゃ
祖
先
は
、

「
雪
は
降
る
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
、
あ

一

長

き

ら

め

の

ム

l
ド
が
あ

っ
た
よ
う
に

思
い
ま

ぬ

矧

称

、

ノ

切

部

長

側

す

。

科

学

が

進

み

、
す
べ
て
の
も
の
が
合
理
化

帥

施

係

切

…

胡

糊

侍

さ

れ

、
能
率
化
さ
れ
、
人
為
的
に
自
然
を
克
服

…

劃

長

野

す

る

と

い

う

分

野

も

多

く

な

っ

た

現

在

、

雪

の

…

闘

腕

嚇

克

服

と

い

う

こ

と

も

可

能

性

が

あ

る

の

で

は

な

ゆ

副

知

闘

い

か

と

思

い

ま

す

が

、

富

山

県

内

で

実

行

に

移

v

士

口

工

叫

直

"

d~. ~号、~ 考察~1 を~

るか

} 

雪は克服でき

由一42診今室町4室主呼字孫、，dXZd. ..号、

の
状
況
の
よ
う
で
す
が
、
富
山
の
場
合
は
温
湿

度
が
高
い
の
で
、
か
え
っ
て
と
け
易
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
ご
と
も
研
究
を
重

ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

地

域

ぐ

る

み

の

冷

暖

房

主~

と
こ
ろ
で
工
場
群
あ
た
り
の
余
熱
を
利

用
で
き
な
い
も
の
で
す
か
。

福
山

工
場
群
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
、
火
力
発
電
を
主
と
し
て
、
相
当
の
廃
熱
が

捨
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
火
力
発
軍
肋

を
例
に
と
り
ま
し
で
も
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
る
の
は
、
全
体
の
四
十
軒
。
あ
と
の
六

O
軒

は
、
煙
と
か
排
水
と
し
て
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
熱
を
何
と
か
消
雪
に
利
用
し
た
い
と
考
え

ま
す
ね
。

小
川

現
在
立
地
さ
れ
て
い
る
工
場
の
廃
熱
を

高
度
に
利
用
す
れ
ば
、
富
山
|
岩
瀬
問
、
堀
岡

|
小
杉
(
国
道
八
号
線
ま
で
)
問
、
高
岡
|
伏

木
聞
は
部
分
的
に
相
当
消
雪
が
期
待
で
き
る
と

思
い
ま
す
ね
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
県
で
は
四
十

六
年
度
に
若
干
廃
熱
利
用
の
計
画
を
し
て
お
り

ま
す
。

を~ヲ妥盈2主墜芝242誇今

夢
の
よ
う
な
話
で
す
が
、
降
っ
て
く
る

途
中
に
中
断
す
る
と
い
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア

今

ι
。

室1_~ 

福
山

い
ま
県
内
で
は
、
ビ
ル
や
会
社
が
各
々

ボ
イ
ラ
ー
を
た
い
て
い
ま
す
が
、
熱
利
用
の
効

率
は
五

O
軒
位
で
す
し
、
重
油
を
た
い
て
硫
黄

酸
化
物
を
出
し
、
公
害
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な

点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
効
率
上
、
大
規
模
な

熱
供
給
源
を
建
設
し
て
、
そ
こ
か
ら
全
部
の
ビ

ル
や
会
社
に
供
給
す
る
。
ま
と
ま
っ
た
施
設
で

す
か
ら
、
八
ム
害
を
除
去
す
る
施
設
も
で
き
る

ad卒、

〆¥

し
、
熱
効
率
が
あ
が
り
、
県
民
生
活
が
豊
か
に

な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
安
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
冷
暖
房
と
裏
腹
に
考
え
て
、
こ
ん

ご
の
街
づ
く
り
に
織
り
込
み
た
い
も
の
で
す
。

通
産
省
で
は
、
熱
供
給
に
力
を
入
れ
て

い
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
に
熱
供
給
部

会
を
つ
く
り
、
新
し
い
街
づ
く
り
と
熱
供

給
を
ど
う
結
び
つ
け
る
か
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

ど
こ
か
に
、
こ
ん
な
地
域
冷
暖
房

を
し
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
か
。

ゴ
ミ
焼
却
の
熱
利
用
も

福
山

パ
リ
ー
で
は
、
熱
供
給
に
ピ

l
ク

が
で
て
く
る
の
で
、
ピ
ー
ク
用
と
し
て
ゴ

ミ
処
理
の
際
に
発
生
す
る
熱
を
使
う
、
い

わ
ば
捨
て
る
熱
を
全
部
回
収
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
エ

l
デ
ン
で
は
、
熱
供
給
源

そ
の
も
の
に
、
原
子
力
発
電
所
を
街
の
中

計
算
で
す
。
こ
れ
は
、
熱
が
舗
装
帯
に
四

O
J

六
0
.者
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
計
算
し
た
う
え

で
一
時
間
に
二
詳
の
降
雪
量
に
対
応
し
た
も
の

で
す
。

一
方
、
地
下
水
の
ほ
う
は
、
水
温
が
一

一一一
J
一
四
度
あ
り
ま
す
の
で
、
一
時
間
二

O
O

J
出
せ
ば
一
万
平
方
対
の
消
雪
が
、
可
能
で
あ

る
と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

ん

…

さ企
i
一

福
山

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
は
、
電
気
が

一
番
使
い
易
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
電
気
は
将

来
の
こ
と
を
考
え
る
と
総
量
的
に
限
界
が
あ
り

断

熱

材

使

つ

渡
波

私
た
ち
の
考
え
て
い
る
消
雪
法
は
、
道

路
工
法
と
マ
ッ
チ
す
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
す

が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
下
に
発
熱
材
を
敷
く
や

り
方
で
す
。
例
え
ば
、
黒
鉛
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
敷
い
て
、
地
下
へ
熱

が
逃
げ
な
い
よ
う
に
、
強
化
断
熱
材
を
セ
ッ
ト

す
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
上
に
車
が
通
る

と
、
そ
の
振
動
で
発
熱
し
、
雪
が
消
え
る
と
い

う
も
の
で
す
。
断
熱
材
は
こ
れ
か
ら
研
究
を
重

ね
ま
す
と
、
面
白
い
も
の
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
ね
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
強
化
断
熱
材

を
何
に
す
る
か
が
問
題
で
す
。

最
近
、
産
業
廃
棄
物
の
中
に
、
水
酸
化
ア
ル

ミ
が
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
を
有
効
に
利
用
し

〉

心
に
作

っ
て
、
そ
れ
で
地
域
ぐ
る
み
の
冷

暖
房
を
や
る
と
い
う
計
画
も
あ
り
ま
す
ね
。

日
本
の
場
合
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
、

普
通
の
火
力
発
宣
所
と
都
市
冷
暖
房
を
結
び
つ

け
る
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。
熱
効

率
も
八

O
軒
に
あ
が
り
ま
す
し
。

ゴ
ミ
の
問
題
で
す
が
、
東
京
、
大
阪
で
は
す

で
に
ゴ
ミ
焼
却
で
一
部
発
電
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
ゴ
ミ
は
、
ど
う
い
う
訳
か
世
界
で
も
熱
カ

ロ
リ
ー
が
一
番
高
い
そ
う
で
す
よ
。

(
一
同
笑
い
)

渡
波

科
学
技
術
面
で
は
、
原
子
力
を
使
う
な

り
、
放
射
線
を
使
う
な
ど
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
歩
道
橋
と
か
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
市
街
地

の
交
通
量
の
多
い
所
な
ど
、
付
加
価
値
の
高
い

使
い
方
を
し
な
い
と
損
で
す
ね
。

12 

六

分

に

つ

降

る

と
こ
ろ
で
雪
の
降
り
か
た
に
つ
い
て
は

小
川

過
去
の
調
査
か
ら
見
ま
す
と
、
一
晩
(

十
時
間
)
に
最
大
五

O
努
ぐ
ら
い
降
る
と
仮
定

し
て
、
雪
の
結
品
が

0
・0
五
号
と
す
る
と
、

一
カ
所
に
五
、
六
分
に
一
つ
落
ち
る
と
い
い
ま

す
か
、

一
回
降
る
と
い
う
勘
定
に
な
り
ま
す
。

'そ
う
す
る
と
、
六
分
内
に
そ
の
結
晶
一
つ
が

と
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
ら
、
消
す
こ
と
は
可

能
で
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

て

消

雪

可

能

て
、
耐
火
レ
ン
ガ
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
に
類

似
し
た
よ
う
な
も
の
が
開
発
で
き
な
い
か
と
思

い
ま
す
ね
。

ん

一

さ

一

段
以

一

渡

一

企

a
a-
-

こ
の
よ
う
な
融
雪
に
つ
い
て
国
立
の
研
究
機

関
、
都
道
府
県
で
も
研
究
し
て
関
心
が
も
た
れ

て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
手
が
け
て
い
る
よ
う
で
す
が

し
ば
れ
る
よ
う
な
所
で
す
か
ら
、
ゆ
き
ど
ま
り

ま
す
。
原
子
力
の
平
和
利
用
と
い
う
こ
と
か

ら
、
よ
う
や
く
雪
に
つ
い
て
も
取
り
組
も
う
と

い
う
と
こ
ろ
に
来
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

|

|

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
業
優
先
か
ら
生
活

優
先
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
街
を
ス

ッ
ポ
リ
熱
で
包
ん
だ
も
の
と
な
り
、
雪
が
積
も

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
夢
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
文
責
編
集
者
〉



欠
航
率
高
い
現
空
港

現
在
の
富
山
空
港
は
、
昭
和
三
十

八
年
開
港
し
、
全
国
に
も
例
の
な
い

神
通
川
の
河
川
敷
地
を
利
用
し
た
空

港
で
す
。
滑
走
路
は
延
長
一

、
二
O

O
M
、
巾
員
三

O
M
の
第
三
種
空
港

で
あ
り
、
現
在
全
日
空
の
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
お
よ
び

Y
S
U
型
旅
客
機

が
、
富
山
l
東
京
間
二
便
就
航
し
て

お
り
、
昭
和
四
十
四
年
度
の
利
用
客

は
三
八
、

0
0
0人
と
な
り
、
開
港

ー

ー. 

~ 

昭和50年完成めざす

の

建設

新空港

みんなの県政

当
時
の
約
七
倍
に
増
大
し
て
お
り
ま

す。
し
か
し
、
現
空
港
は
地
形
的
な
制

約
を
受
け
て
、
滑
走
路
の
拡
張
お
よ

び
計
器
飛
行
施
設
の
整
備
が
で
き
な

い
た
め
、
欠
航
率
は
高
く
、
昭
和
四

十
四
年
で
は
九
十
一
回
も
欠
航
し
て

お
り
ま
す
。
欠
航
率
は
一
四
軒
と
高

い
た
め
、
定
時
性
、
定
期
性
に
か

け、

利
用
客
に
ご
迷
感
を
か
け
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

いとしの性
昨年の 2.3倍に

ー，
本
県
の
今
後
の
旅
客
需
要
見
通
し

は
、
立
山
ル
l
ト
完
成
に
よ
る
観
光

客
の
増
大
、
新
港
背
後
地
に
お
け
る

工
業
立
地
お
よ
び
=
一
大
都
市
と
の
一

日
行
動
圏
の
確
立
な
ど
、
今
後
ま
す

ま
す
増
大
す
る
こ
と
は
確
実
と
み
ら

れ
ま
す
。

利
用
客
増
大
に
対
処

国
で
は
、
富
山
空
港
の
利
用
客
数

を
や
や
控
え
目
に
み
て
も
、
昭
和
五

0
年
度
に
は
二
二
万
人
、
昭
和
六

0

年
度
に
は
八

O
万
人
と
推
定
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
需
要
に
対
処

し
、
運
航
機
の
大
型
化
、
ジ
ェ
ッ
ト

化
お
よ
び
定
時
、
定
期
性
の
確
保
の

た
め
、
早
急
な
空
港
の
整
備
が
要
請

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
空
港
は
、
河
川
敷
地
内
に
あ
る

た
め
、
増
水
時
に
は
飛
行
場
冠
水
に

よ
る
欠
航
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
と
も

に
、
現
位
置
で
は
施
設
の
拡
張
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
他
の
位
置
に
新
空

倉
庫
に
眠
る
一
年
分

政
府
の
手
持
ち
し
て
い
る
古
米
の

在
庫
量
が
、
配
給
量
の
一
年
分
に
相

当
す
る
七
百
数
十
万
ト
シ
に
の
ぼ
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
こ
と
し

は
、
昨
年
の
二
倍
余
り
の
生
産
調
整

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
米
の
過
剰
と
食
生
活
の

向
上
、
加
え
て
自
主
流
通
米
の
増
加

に
よ
っ
て
、
消
費
地
か
ら
良
質
米
を

要
求
す
る
芦
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な

り
、
そ
の
批
判
も
き
び
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

と
く
に
こ
と
し
は
、
政
府
が
買
入

れ
限
度
数
量
以
上
の
米
を
買
入
れ
し

な
い
方
針
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
こ
と
を
十
分
ご
承
知
の
う
え

で
、
こ
と
し
の
稲
作
準
備
を
願
い
た

い
も
の
で
す
。

調
整
数
量
大
巾
に
増
加

こ
と
し
の
生
産
調
整
に
つ
い
て

は
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
1

生
産
調
整
数
量
は
、
二
三

O
万

ト
ン
(
前
年
の
目
標
は
一

O
O万
ト
ン
)

と
し
、
政
府
の
買
い
入
れ
数
量
は
五

八
O
万トシ
、
自
主
流
通
米
は
一
八

O

万
ト
ン
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
昨
年

の
一
了
コ
一
倍
の
生
産
調
整
と
な
る
。

2

生
産
調
整
に
伴
う
奨
励
金
は
一

0
ア
ー
ル
当
り
、

現在の河川敷地内にある空港では拡張も困難となった

港
を
建
設
せ
、
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、

昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
県
が
単
独
に

調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

国
内
の
航
空
輸
送
需
要
も
最
近
の

伸
び
は
め
ざ
ま
し
く
、
毎
年
三

o
r

以
上
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
六
0

年
度
に
は
一
億
二
、

0
0
0万
人
に

達
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
航
空
需
要
の
急
速
な

伸
び
に
対
処
し
て
、
国
で
は
第
一
次

空
港
整
備
五
カ
年
計
画
(
昭
和
四
十

二
年
度
か
ら
四
十
六
年
度
ま
で
)
を

昭
和
四
十
五
年
度
で
打
ち
切
り
、
昭

和
四
十
六
年
度
を
初
年
度
と
す
る

五
、
六
O
O億
円
の
、
第
二
次
空
港

整
備
五
カ
年
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

富
山
新
空
港
は
、
第
二
次
五
カ
年

計
画
に
お
い
て
、
国
の
管
理
す
る
第

二
種
空
港
と
し
て
要
望
し
ま
し
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
県
の
管
理
す

る
第
三
種
空
港
と
し
て
、
と
り
あ
え

ず
滑
走
路
一

、
五
O
O
M、
巾
員
四

五

M
と
し
て
採
択
さ
れ
る
見
込
み
で

す。
候
補
地
は
調
査
中

空
港
の
位
置
は
、
風
向
、

風
速
な

ど
気
象
的
条
件
が
よ
く
、
か
つ
障
害

物
が
な
く
、
将
来
拡
張
が
可
能
で
あ

り
、
騒
音
も
少
な
く
、
土
質
が
よ
く

て
工
事
の
し
や
す
い
場
所
を
撰
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
四
十
六
年
度
も

引
続
き
調
査
を
し
て
、
慎
重
に
決
定

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
開
港
を
目
標
に
、

こ
ん
ご
と
も
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
県
民
み
な
さ
ま
の
全
面
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
(
港
湾
課
〉

単

純

休

耕

三

O
、

0
0
0円

農
協
な
ど
へ
の
寄
託
に
よ
る
休
耕

お

よ

び

転

作

三

五

、

0
0
0円

集
団
お
よ
び
永
久
転
作

四
O
、
0
0
0円

3

買
い
入
れ
予
定
量
を
上
回
る
米

に
つ
い
て
は
、
農
協
な
ど
が
保
管
、

売
買
す
る
。

生
産
調
整
目
標
数
量
は
、
近
く
配

分
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
数
量

の
達
成
は
容
易
で
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

土
地
改
良
と
機
械
化
へ

こ
と
に
、
本
県
は
米
単
作
地
帯
で

あ
り
、
国
の
最
も
期
待
し
て
い
る
転

作
に
つ
い
て
は
、
自
然
的
条
件
、
経

済
的
条
件
か
ら
み
て
も
困
難
と
思
わ

れ
ま
す
。

県
で
は
、
国
の
総
合
農
政
の
方
向

を
配
慮
し
な
が
ら
適
地
適
作
を
す
す

め
、
転
作
の
た
め
の
土
地
改
良
事
業

の
実
施
と
、
機
械
施
設
の
導
入
な
ど

に
助
成
す
る
ほ
か
、
出
荷
体
制
の
整

備
と
流
通
機
構
の
近
代
化
を
す
す

め
、
転
作
作
目
の
価
格
の
安
定
と
、

そ
の
定
着
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。調

整
田
の
集
団
化

な
お
、
転
作
を
有
利
な
も
の
と
す

る
た
め
に
も
、
ま
た
休
耕
田
の
適
切

な
管
理
を
行
な
う
た
め
時
志
、
農
家

の
相
互
協
力
に
よ
る
生
産
調
整
田
の

〉

こんなことが知りたい/こんな場合どうしたら?

集
団
化
や
、
作
業
の
受
託
、
委
託
、

共
同
化
が
好
ま
し
い
の
で
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
望

ん
で
い
ま
す
。

14 

う
ま
い
富
山
米
の
生
産
を

こ
と
し
は
、
米
の
買
い
入
れ
方
法

が
大
巾
に
変
更
さ
れ
そ
う
な
の
で
、

米
質
の
良
否
が
、
こ
ん
ご
の
農
家
経

済
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
推
察

さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
と
し
の
米
作
り

の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
う
ま
い
米

作
り
計
画
を
た
て
、
米
生
産
基
地
と

し
て
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
次
の

諸
点
に
つ
い
て
、
と
く
に
ご
留
意
願

い
た
い
も
の
で
す
。

-
奨
励
品
種
へ
の
統
一

米
の
評
価
は
、
品
種
に
よ
っ
て
大

き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
全
量
奨
励
品

種
で
売
り
渡
す
よ
う
、
作
付
計
画
を

た
て
ま
し
ょ
う
。

-
健
康
な
稲
づ
く
り

豊
か
な
士
づ
く
り
と
と
も
に
、
適

正
な
肥
培
管
理
と
防
除
に
よ
り
健
康

な
稲
作
り
を
し
て
、
実
り
の
よ
い
米

を
生
産
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

-
過
乾
燥
の
防
止

本
県
産
米
は
、
乾
燥
し
す
ぎ
て
声

価
を
落
し
て
い
ま
す
。
過
乾
燥
は
等

級
が
落
ち
、
重
量
も
軽
く
な
り
、
農

家
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
と
な
り

ま
す
。
水
分
測
定
器
で
は
か
り
な
が

ら
乾
燥
し
、
適
正
な
水
分
を
確
保
す

る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。
〈
農
産
普
及
課
)

な
人
で
吃
相
談
室

庁すたにみ
県あ。のおなこ
民て コ答さの
課先 lえんぺ
へは中すの 1
0富ノ るごaジ

山 lあ質は
県でな問 、

い向か現 問 老
。麗ら行 人
度 :、月 老 福
に月額入 札

霊童弓護 盟主
願、四 年 瑠金

ぃ設。 金額の。。を♂
た Cう丹 、を

答

老
令
福
祉
年
金
は
、

昭
和
三
十
四
年
に
こ
の
制

度
が
で
き
て
か
ら
、
九
回

に
わ
た
っ
て
増
額
改
正
さ

れ
、
現
在
は
七

O
歳
か
ら

月
額
二
、
四
O
O円
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
給

者
の
み
な
さ
ん
の
声
を
結

集
し
て
、
毎
年
県
で
行
な

う
国
民
年
金
大
会
で
、
老

令
福
祉
年
金
の
大
巾
増
額

を
決
議
し
、
毎
年
厚
生
大

臣
に
増
額
を
要
望
し
続
け

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
四
十
六
年
度
は
月
五

O

O
円
増
額
す
る
よ
う
、
厚
生
省
が
大

蔵
省
に
折
衝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
月
三

O
O円
程
度
増
額
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
老
令
福
祉
年
金
の
支
給
開

始
を
七

O
歳
か
ら
六
五
歳
に
す
る
よ

う
あ
わ
せ
て
検
討
さ
れ
、
と
り
あ
え

ず
、
寝
た
き
り
老
人
に
つ
い
て
は
、

六
五
歳
か
ら
支
給
す
る
。
と
い
う
こ

と
に
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
扶
養
義
務
者
の
所
得

制
限
に
つ
い
て
も
、
支
給
を
う
け
る

人
を
出
来
る
ど
け
多
く
す
る
よ
う
、

思
い
き

っ
て
所
得
制
限
の
基
準
知
を

引
き
あ
げ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
老
人
対
策
は
、
各

方
面
か
ら
の
要
望
、
決
議
が
結
集
さ

れ
て
、
逐
一
実
現
に
う
つ
さ
れ
つ
つ

あ
る
現
状
で
す
。

(
国
民
年
金
課
)

15 



富

山

県

製

紙

指

導

所

婦

負

郡

八

尾

町

上

新

町

至
岐
由
平

主
富
山

/ 

製紙指導所位置図

製
紙
指
導
所

i 紙の成分分析のため、顕微鏡で検査

一
、
二
O
O年
の
伝
統
を
も
っ
と
い
わ
れ
る
が
越

中
和
紙
4

の
特
産
地
、
八
尾
町
に
製
紙
指
導
所
が
あ

る。
こ
こ
は
、
昭
和
七
年
に
地
元
業
者
が
和
紙
業
界
の

発
展
を
図
ろ
う
と
、
婦
負
郡
和
紙
研
究
会
を
結
成
、

九
年
に
は
製
紙
指
導
所
、
十
二
年
に
現
在
の
富
山
県

製
紙
指
導
所
と
な
っ
た
。

も
と
よ
り
紙
は
、
生
活
必
需
品
と
し
て
欠
か
す
こ

と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
産
業
経
済
の
発

達
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
需
要
が
増
加
、
特
に
紙
加

工
品
(
ダ
ン
ボ
ー
ル
六
ど
)
の
需
要
が
め
ざ
ま
し
い
。

指
導
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
と
利
用
者
の
増

大
な
ど
に
対
応
し
て
、
品
質
管
理
用
の
試
験
機
や
機

械
製
紙
試
験
用
抄
紙
械
な
ど
を
設
置
し
、
県
内
紙
生

産
の
向
上
と
製
紙
技
術
の
開
発
、
紙
、
紙
加
工
品
全

般
に
対
す
る
指
導
機
関
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
い

る
。
ま
た
、
業
界
か
ら
の
委
託
に
よ
っ
て
、
新
製
品

の
開
発
試
作
、
加
工
を
行
な
う
一
方
、
定
期
的
に
行

な
う
講
習
会
、
研
究
会
を
通
じ
て
試
験
結
果
を
発
表

し
て
い
る
。

1コウゾやミツマタの皮を原料と'r-.ff日紙i
lは手のきれるような寒-*のなかで、さらi
:され、一枚一枚ていねいに手すき、乾燥j
lされてできあがる。しかし原料は、ほとj
lんど四国地方から移入しているとか

のコ 1
表 J:
面テ:

組目ぬ tこソJ
... 明薬グ!

い縄ごi
4理ンl

it:! 
て m~:
、料i
そや:
の薬:
用品:
途のl
に袋;
適な;
しど:
たのj
強重j
い包j
袋装l
が紙i
q日開;
発発:
さの;
れ新i
て鋭!
い機i
jく械l

カメラ Jレポ
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団三
グ〉三
里

タ
か_.l
I也三
中

か-
Lコ

舞

上
り

ひ
そ
か
に
マ
リ
ヤ
の
像
を
か
く
し

信
仰
し
て
い
ま
し
た
。
郡
代
役
所

の
捕
り
方
が
孫
左
エ
門
の
役
宅
を

取
り
囲
み
、
戸
板
を
踏
み
破
っ
て

切
り
こ
み
ま
す
と
老
母
が
長
万
を

膝
に
受
け
な
が
ら
も
「
恨
む
べ
し

加
州
の
討
つ
手
ど
も
。
か
ほ
ど
に

お
な
こ
や
か
ら

来
よ
う
と
は
、
わ
れ
ら
女
子
の
輩

に
は
、
な
ん
の
用
意
も
い
り
ま
じ

き
も
の
を
。
き
で
は
心
お
じ
し
た

る
よ
う
な
。
L

と
言
語
自
若
と
し
て

平
日
の
よ
う
だ
つ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
を
経
て

魚
津
の
町
は
ず
れ
諏
訪
明
神
の
浜

辺
、
田
畑
川
の
ほ
と
り
で
竹
矢
来

に
固
ま
れ
七
つ
の
十
字
架
が
一
段

高
く
並
べ
ら
れ
、
母
子
共
々
に
処

は
リ
つ
け

刑
さ
れ
ま
し
た
。
礁
に
さ
い
し
て

は
、
怒
り
の
形
相
物
凄
く
、
う
ら

み
の
こ
と
ば
が
肺
蹄
を
え
ぐ
リ
、

刑
吏
を
震
え
あ
が
ら
せ
た
と
、
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
遺
骸
は
一
つ
の
穴
に
埋
め

ら
れ
て
、
塚
が
築
か
れ
、
オ
テ
イ

気
絶
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

て
黒
気
が
東
方
き
し
て
飛
び
去
り

ま品
l
レ
h
~

。

江
戸
で
も
神
田
に
あ
っ
た
孫
左

エ
門
の
塚
が
、

ま
し
た
。

同
時
に
崩
れ
落
ち

隣
に
、

あ
る
神
主
(
鏑
木
政
幸
)

テ
イ
カ
ラ
の
塚
と
唱
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
時
に
江
戸
で
も
孫
左

エ

は
り
つ
け

門
が
捕
え
ら
れ
、
神
田
の
辺
で
傑

に
処
せ
ら
れ
、
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。

後
日
、
そ
の
菩
提
を
あ
わ
れ
み

そ
こ
に
一
寺
が
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
間
も
な
く
塚
が
崩
れ
落
ち
て

跡
か
た
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
寺
男
が
誤
っ
て
塚
跡
を

掘
り
か
え
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
一

の
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

妻
女
が
「
黒
気
北
方
よ
り
来
た
り
、

腹
中
に
入
る
」
と
夢
を
見
て
、
そ

の
晩
懐
胎
し
、
や
が
て
月
満
ち
、

玉
の
よ
う
に
美
し
い
女
子
を
生
み

ま
し
た
。

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、

非
常
な
美

f!&賀

石室
易自
や厳年
? ~頃
r I ムに

噌代な
個11&目つ

?め空て
な吾加

人
と
な
り
、

; キリシタンの供養塔(魚津市等覚寺) : 

大

岩

の

者寒命
E修 切
石

自行
石
寺

大
寒
入
り
の
一
月
二
十
一
日
、
上
市
町
大
岩
の

真
言
宗
総
本
山
日
石
寺
で
、
こ
と
し
も
名
物
の
寒
修

行
が
行
な
わ
れ
た
。
例
年
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て
、

地
元
の
人
た
ち
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
大
勢
の
信
者

が
つ
め
か
け
、
不
動
堂
わ
き
の
蛇
円
か
ら
落
ち
る
六

本
滝
で
、
身
を
清
め
た
。
初
日
は
、
関
西
方
面
か
ら

四
O
人
の
信
者
が
つ
め
か
け
た
。

白
ハ
チ
マ
キ
に
白
衣
姿
の
信
者
た
ち
は
、
合
掌
し

な
が
ら
読
経
。
高
さ
六

M
か
ら
落
ち
る
水
温
二
、
三

度
の
滝
に
打
た
れ
、
そ
の
姿
は
、
崇
高
な
印
象
を
与

え
た
。日
石
寺
で
は
、
こ
と
し
六
本
滝
と
は
別
に
、
十
二

支
に
ち
な
ん
で
、
信
者
の
方
々
に
自
分
の
「
え
と
」

の
滝
に
う
た
れ
、
心
を
清
め
て
も
ら
お
う
と
、
七
月

一
日
開
滝
を
め
喝
さ
し
て
、
十
二
本
の
滝
を
建
設
中
で

あ
る
。こ
の
付
近
は
、
大
岩
、
配
h
r
県
定
公
園
に
指
定
さ

れ
、
不
動
明
王
像
や
三
重
塔
と
と
も
に
、
心
の
安
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。

ま
た
、
上
市
川
に
面
し
た
丘
の
上
に
た
つ
立
山
寺

は
、
樹
並
木
に
つ
づ
く
山
門
付
近
の
老
杉
並
木
が
よ

く
調
和
し
て
、
深
い
静
け
さ
に
誘
い
こ
む
。

こ
の
二
つ
の
名
刺
を
中
心
に
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
自
然
を
求
め
る
人
た
ち
の
訪
れ
が
多
い
。

大岩滝付近略図

そ
し

り
、
真
如
院
と
よ
ば
れ
、
名
は
「
お
州

て
い貞
一
と
い
い
ま
し
た
。
や
が
て
、
川

ー

お

お

つ

き

川

「
お
点
」
は
寵
巨
大
槻
伝
蔵
と
不
義
川

密
通
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な
り
、
州

遂
に
は
彼
と
組
ん
で
、
己
が
子
を
川

世
継
に
せ
ん
と
、
吉
徳
の
弟
や
子
川

息
を
暗
殺
し
よ
う
と
計
画
し
た
の
川

が
、
世
に
有
名
な
『
加
賀
騒
動
』
で
川

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
暴
露
し
て
、
州

大
槻
伝
蔵
は
越
中
一主ヵ

山

に

流

さ

川

れ
、
寛
延
元
年
(
一
七
四
八
年
)白

川

ら
命
を
断
っ
た
。
「
お
貞
」
や
そ
川

の
子
八
十
五
郎
も
そ
れ
ぞ
れ
処
罰
酬

さ
れ
不
遇
の
最
後
を
と
げ
ま
し
た
。
川

し
か
し
、
こ
の
加
賀
騒
動
の
真
川

相
は
、
重
臣
の
勢
力
争
い
に
利
用
川

き
れ
た
。
デ
ッ
チ
あ
げ
事
件
だ
と
酬

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

州

き
て
、
後
日
物
語
と
し
て
、
先
川

年
、
魚
津
市
寺
町
の
等
覚
寺
が
境
川

内
の
工
事
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
川

地
中
か
ら
七
つ
の
首
桶
が
現
わ
れ
川

ま
し
た
。
恐
ら
く
キ
リ
シ
タ
ン
処
川

刑
の
首
桶
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
酬

と
、
驚
き
あ
わ
れ
み
、
市
内
の
教
川

会
の
牧
師
を
は
じ
め
、
信
者
多
数
川

を
呼
ん
で
、
丁
重
な
法
会
を
営
み
、
川

地
下
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。
写
真
酬

の
墓
は
そ
の
時
に
建
立
さ
れ
た
供
酬
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養
塔
で
す
。
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日曜日の朝はテレビで県政を

草書雪理想 県政の広報事項を，対談および

フィルム構成で放送します。

(毎週日曜日)

富 山テレビ(7:30 ~7: 45) 

2月21日
身障者と共に

2月28日
ことしの生産調整

2月7日
改正公害防止条例のあらまし

2月14日
暴力

北日本放送(7:35 ~7: 50) 
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